Studies on the Reaction of Coenzyme PQQ with Amine Homologues by ムレ, ミナエ & 牟礼, 美苗
Osaka University









む れ み なえ
氏名・(本籍) 牟 ネL 美 苗
学位の種類 工 :u子l 博 士
学位記番号 第 9 150 τEヨコ
学位授与の日付 平成 2 年 3 月 24 日
学位授与の要件 工学研究科応用精密化学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
















































7) 1) -6) のいずれの反応においてもカルピノールアミン型中間体が鍵中間体となる乙とを明らかにし
ているo
以上のように，本論文は， PQQのアミン類縁体に対する反応挙動を解明し 未解明部分の多いキノプ
ロテイン，特にアミン酸化酵素分野に対して重要な知見を与えた意義は大きく，生化学関連分野だけでなく，
広く合成化学の分野に対して貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認めるo
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